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令和６（２０２４）年１２月、こども家庭庁と文部科学省が連名で公表

©２０２5 Child and Family Department

立川市は
全国ワースト
第９位
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児童福祉部局と教育の一層の連携
放課後子ども教室と学童保育の校内交流や、学校施設のさらなる活用が課題

©２０２5 Child and Family Department

Ｒ８.9～
西砂小で開始

（予定）
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放課後子ども教室くるプレ
（登録者数：人）

（年度）

（登録者数：人）

（年度）

令和４（２０２２）年度より導入。現在、１５校で実施中

導入年度 対象校 運営事業者

令和４（2022） 第二小学校・松中小学校・大山小学校 （株）明日葉

令和５（2023） 第五小学校・第六小学校・第十小学校・南砂小学校 シダックス大新東ヒューマンサービス（株）

令和６（2024） 第一小学校・第三小学校・柏小学校・上砂川小学校 ライクキッズ（株）

令和７（2025） 第四小学校・第八小学校・幸小学校・新生小学校 （株）エデュケーショナルネットワーク

●実施日：月曜～金曜日
登校日＞放課後～17時15分まで
学校休業日＞9時～１７時１５分まで
※冬季（１０～２月）は16時30分まで
●定員：なし
●費用：年額1,0００円
●学童保育所との併用：不可

©２０２5 Child and Family Department
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くるプレ登録率と学年構成
利用児童の9５.0％が「楽しい」、保護者の9５.7％が「満足」と回答（R6実績）

©２０２5 Child and Family Department

●くるプレ導入校における登録率 （令和７年１月現在）

１１校平均 47.1％ R４（３校平均） 37.4％

対象児童（全校児童－学童保育所在籍児童）に占める利用率

１１校平均 57.0％ R４（３校平均） 46.2％

●学年構成（令和７年4月現在）

３～４年生が全体の 45.7％

上から

上から
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くるプレ導入４年目を迎えての課題
令和８（２０２6）年度に全校へ導入できる見込みは立っているものの…

●解決や充実を求められていること
活動場所の拡充や占有の困難さ

人材や運営体制、「質」の安定的な確保

活動継続に対する学校や地域団体のご理解

多様化する保護者ニーズへの対応

©２０２5 Child and Family Department

参加児童数の増加に伴う過密により、活動に制約やリスク。
さらに、学級増や教育課程等により、校内を転々とすることも…

条件付き競争入札により、毎年、新規事業者が参入。
運営内容の均質化や、安定的・持続的な人材の確保が難題

“部外者”に対する学校側のご理解・ご協力に温度差…。

旧運営母体である地域のご意向・支援体制にも差異がある

地域交流デーの季節イベントは大人気

実施時間の延長、平日帰宅後の出戻り利用、学校休業日の昼食提供、
学習や生活面の個別サポート、よりきめ細かい目配り等へのご期待

●改善や充実につながったこと

新１年生の利用開始時期前倒し

 くるプレ地域交流デーへの学童在籍児童の参加解禁

…スタッフを増員し、｢６月１日｣から｢給食開始時期」に前倒し

学童保育所の
待機が多いことも一因…
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学童保育所の状況
令和７（2025）年４月の待機児童数（速報値）も、依然として高い水準

©２０２5 Child and Family Department

（申請者数：人）

（年度）

2,210
2,153 2,169 2,143

●実施日：月曜～土曜日 （休所日：日曜・祝日・年末年始）

学校授業日 下校時～1８時

学校休業日 ８時～１８時（土曜日含む）

※延長保育 １８時～１９時（月額2,000円／日額500円）

●保育料：月額4,000円（きょうだいで入所の場合、上の児童は月額2,000円）

●間食費：月額2,00０円

●運営形態：直営／指定管理者（児童館併設学童保育所）／委託

●小学校の校舎内または敷地内にある学童保育所：１０箇所／３８箇所中

（箇所数）
空き定員や待機児童が発生している学童保育所数 （各年度４月１日現在）

Ｒ７夏休みより
三季休業期間中の
配食サービスを開始

（予定）

最大で

４６人の空き

最大で

４3人の待機
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待機児童解消の取り組み
保育園の待機児童解消のスピード感に追いつけていない状態…

©２０２5 Child and Family Department

立川市動画チャンネル／子どもの居場所①（保育編－学童保育所）の一場面

動画による周知

賃貸物件での新規開設

●児童館における「ランドセル来館事業」による受入れ

●夏季休業中の「サマー学童」の実施（西砂小）

●新設候補地となる不動産（テナント）の募集

●学童保育、くるプレ、児童館での過ごし方などを動画で

発信。特長や多様な選択肢をＰＲ

●令和６（2024）年4月、医療的ケア児の保育を開始

●令和７（2025）年６月、上砂スマイル学童保育所を開設

●令和8（2026）年９月、西砂学童保育所をくるプレ一体

型としてリニューアル。同時に、定員を30人増員予定

●解決や充実を求められていること
地域の実状や保育ニーズに合わせた「量」の確保
安定的で専門性の高い保育の「質」の維持・向上

施設・備品の老朽化や、デジタル化への対応
持続可能な運営形態と処遇改善、管理体制の検討
医療的ケア児受入れガイドラインの策定 など

令和7（2025）年４月、「学童保育指導支援係」を新設

「（仮称）学童保育のあり方検討委員会」を設置して集中審議
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こどもの居場所づくりに関する指針

©２０２5 Child and Family Department

令和５（２０２3）年１２月に閣議決定

●国は、すべてのこどもが安全で安心して過ごせる多くの
居場所を持てることを目指しています

●こどもが過ごす場所、時間、人との関係性すべてが居場所に
なりえる。その場や対象を居場所と感じるかどうかは、
本人が決めること。そこに行くか、どう過ごすのかは、

こども本人の主体性を大切にする…と示されています

子どもの声を聴きながら、
子どもの視点に立った居場所づくりが重要

子どもの特性や求めているものに応じて、
身近な居場所を持てることが大切
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これからの「子どもの居場所づくり」
児童福祉部局が、教育委員会と足並み揃えた取り組みを推進するために…

©２０２5 Child and Family Department

自主的な
過ごし方の保障
｢校庭開放」のほうが好き？

地域社会との
つながり

交流デーの持続には地域差

常に
子どもが主体
保護者の仕事との
両立も大切

朝の
居場所づくり

「小１の壁」？

配慮が必要な
家庭への支援
関係機関のネットワーク

多様化する
ニーズや価値観
への対応
専門性・受容性

児童館や
子ども食堂
役割分担と連携

学校以外の
サードプレース

多様な選択を


